
事業概要【〜１３００年の歴史文化とアーバンスポーツの融合〜 スポーツ等ツーリズム推進プロジェクト】

申請者 宮城県多賀城市 初回採択回 令和７年度第２回募集

事業計画期間 R7-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

279,529千円
（198,029千円）

経費の類型 ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業 事業分野 生活環境の創生

目的・効果
特別史跡多賀城跡附寺跡「多賀城政庁跡」や国宝指定された「多賀城碑」等の歴史遺産と、都市型スポーツの
代表的競技である「スケートボード」等の融合による、独自のスポーツ文化ツーリズムを形成し、新しい魅力を持つ
者が生まれ、育まれるエリアを創出する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【拠点整備事業経費】
〇都市公園に屋内スケートパークを整備
天候等に左右されることなく安定したサービスの提供・利用者の確保につな
がる屋内スケートパークを整備する。屋内スケートパークにはテラスを設けるこ
とで、スケートパークの利用者の様子をはじめ、北側に広がる歴史的景観を
望むこともでき、周辺に点在する歴史遺産を目的とした観光客や周辺施設
利用者、沿道利用者等の施設利用者以外の集客も期待し、交流人口や
関係人口の増加につながる施設とする。
・屋内スケートパーク建屋整備事業 175,535千円

〇屋内スケートパークの活用に係る誘客環境等を整備
訪れたくなる施設、簡便かつ安心・安全な利用することができる施設等とす
るための適切な情報発信ツールやキャッシュレスサービス、ロッカールーム等を
整備し、施設の充実を行う。
・利用者利便向上のための什器・備品整備事業 8,758千円
・スケートパーク利用環境向上事業 13,736千円

地域の多様な
主体の参画

地域住民や関係団体、市内児童生徒等の意見を吸い上げ、指定管
理者と共にスケートボードや地元独自の歴史遺産等を活用したイベント
を実施する。
併せて、商工会や観光協会、県内自治体等と連携して地場産品の
PRや販売、実施の周知や様子等は地元報道機関をとおして行う。金融
機関からのアドバイス等を受け、事業の改善・向上につなげる。

KPI
（★は必須KPI）
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①市域内人口（＋1,000人）
②パーク利用者数（＋15,700人）
③地域住民利用者数（＋6,280人）

★④まちに賑わいがあると感じる市民割合
（+5％）


